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「情報学教育フォーラム」が開催 
日 時： 2015年 5月 31日(日)13:00- 17:00 

場 所：早稲田大学 西早稲田キャンパス 

    （東京都新宿区大久保 3- 4- 1） 

    55号館Ｎ棟，第１会議室  

テーマ：初等中等教育に一貫した情報学教育 

    の充実に向けて 

運 営：情報学教育研究会（SIG_ISE） 

協 賛：（一般社団法人）情報システム学会 

（プログラム） 

（司会）齋藤 実 ḩ ẎὟ ἶ   

13:00～ 13:10 開会 

（挨拶） 

松原伸一 Ḹἶ ̝ ̈ Ẏἶ  

（来賓） 

鹿野利春 ἶ Ὅ Ḹ 

伊藤 守 ̝ Ḹἶ̝ ̝ Ẏἶ  

山西潤一 ›ἶ̝ ̝ ὰῇẎἶ 教授） 

前迫孝憲 Ḹἶ̝ ̝ Ẏ Ẏἶ  

（協賛） 

高田信夫 Ḹ ἶ̝ Ḩ Ḹἶ ̝ ˗ҵᾯ 

13:15～ 14:00 講 演 

（講師） 

西垣 通 ˬ Ẏἶ ˬẎἶ ׀  

筧 捷彦 Ẏἶ  

天良和男 ˬἶ Ẏἶ ̑  

 

14:10～ 17:00 懇談会 

 Ḹἶ Ⱳ ʝḫ ̝

Ḹἶ Ϲὕ ׄ Џ ̝   

 

(1) ϼ K- 12  

(2) Ḹ Ẏἶ  

 רֻ  

̀ ͈  

(3) Ḹ ̝ ὄЋ 

(4)ѧ  

(5) ̈ ᾍꜘ Ҙ 

(6)ἶ ICT  

(7) ἶᵂ Ḹἶ ἶ  

(8) ̀ ֻ Ḹἶ  ̠

新学習指導要領における教科「情報」と情報学 

鹿野利春  

国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官 

文部科学省 初等中等教育局児童生徒課 産業教育振興室 教科調査官 

文部科学省 生涯学習政策局情報教育課 情報教育振興室 教科調査官 

討を踏まえ，対応する科目の実施を検討」と

述べている。このように，4 月に着任して以

来，極めて早いスピードで事態が展開してい

る。 

 一方，平成 25年 6月 14日に閣議決定され

た「世界最先端 IT国家創造宣言」では，「初

等・中等教育段階からプログラミング等の IT

教育を推進」という方針が示されている。新

学習指導要領における教科「情報」は，現在

より進んだ小中での学びを受けとめ，文系，

理系に関係なく国民共通の素養として身につ

けるべき内容を示さなければならない。その

内容は，最新の情報学の成果を取り入れると

ともに，親しみやすく誰もが学べて 21 世紀

型学力につながるものでなければならない。

内容の検討にあたり，多くの方々のご協力を

お願いしたい。 

 私は，平成 27 年４月から文部科学省で教

科「情報」の調査官として勤めることになっ

た。この教科は，平成 15 年に情報 A・B・C

の 3 科目で始まり，現在は，「社会と情

報」，「情報の科学」の 2 科目で教えられて

いる。 

 新学習指導要領に向けた議論として，5 月

27 日に，中教審の教育課程企画特別部会に

「情報と情報技術を問題の発見と解決に活用す

るための科学的な考え方等を育成する科目」

として，教科「情報」を１つの新科目に統合

し，発展的内容の科目についても検討すると

いう検討素案が提出された。 

 また，6月 18日に行われた高大接続システ

ム改革会議は，「大学入学希望者学力評価テ

スト (仮称)」の主な論点整理の中で「次期学

習指導要領における教科『情報』に関する検
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 情報学教育フォーラム実行委員会 

１．情報学教育フォーラムの開催にあたって 

 新しい時代に対応した新しい情報教育の在り方

の検討を目指して，この度，情報学教育フォーラ

ムを開催することにいたしましたところ，多くの

皆様のご関心を頂戴しまして誠に光栄に感じてお

ります。 

 また，お忙しいところ，本日この会場にお集ま

り頂きまして，重ねてお礼を申し上げます。今回

は，新しい方式を採用し，「公募による懇談会」

といたしました。 

 従いまして，参加者数には自ずと限度があり，

募集から2週間程度にて定員に達しましたので，参

加希望にも拘わらずご出席を頂けなった方々にお

詫び申し上げます。 

 実行委員会としましては，混乱を防ぐため，情

報学教育フォーラムのWebサイトにおいて，ほぼ

リアルタイムで申込状況をお知らせするととも

に，定員に達してからは，開催案内（第２報）を

発信しましたので，あらかじめ状況をご理解頂い

ているものと判断させて頂いております。 

 

２．情報学教育研究会（SIG_ISE）について 

 ご承知のように，新設された教科「情報」は，

2003年度より年次進行により実施されています。

本研究会は，その前年の2002年3月16日に発足し

た情報科教育法研究会（JK研）を前身としていま

す。その後，実施から2年を経過した時点で，教育

課程改訂の時期を迎えることになり，代表の松原

は，2005年8月8日に文部科学大臣より中央教育審

議会専門委員の任命を受け，教育課程の改訂に関

わることになりました。 

 当時は，各教科を専門とする教科教育系の学会

が，ほとんどの教科で設置されていたにもかかわ

らず，情報科の場合はそれがありませんでした。

したがって，情報科の教育に関して一定の見解を

集約したり学術的な支援を行ったりすることが困

難な状況でした。 

 この問題を解決するため，JK研は，教科「情

報」を専門とする教科教育の学会の発足（2007年

12月23日発足）に加わることとし，事実上その活

動を休止しました。その後，教科「情報」の教育

は，文理融合の“情報学”の教育としての機運を

生じ，高等学校の新しい学習指導要領が2009年3

月に告示されるとともに，教科「情報」の学習指

導要領解説は，2010年1月29日に文科省のWeb

ページにおいて公表されました。 

 そこで，本研究会は，2009年11月11日に「文理

融合の情報学教育」をコンセプトに再発足し，そ

の名称を情報学教育研究会（SIG_ISE）に変更し

て，会誌「情報学教育研究」を2010年から毎年発

行しています。 

 また，情報学教育に関する連合体の構想と企画

を積極的に行い，2011年12月23日には，情報学教

育関連学会等協議会の設立に協力し，関係学会と

ともに本研究会が連携して情報学教育の推進を目

指して協議する場が成立しました。その後，2012

年12月22日，及び，翌年2013年12月22日に協議

会がそれぞれ開催され，2014年12月20日には，

同協議会の主催により「第２回情報学教育推進コ

ンファレンス」が開催されています。 

 

３．情報学教育フォーラムについて 

 今回の情報学教育フォーラムは，上記の協議会

とは直接の関係はありませんが，情報学教育の充

実を目指して，個人が自由に参加して懇談を行う

ことで，新しい知見を創成するための契機とする

ため，新しいスタイルの枠組みとなっています。 

 具体的には今回のフォーラムは，①関係する内

容の講演と，②公募による懇談会がセットになっ

た新しい方式の会議です。講演は３件で，1件あ

たりの時間は短いですが，その後にて展開する懇

談会の序章になっています。 

 懇談会の参加者は，公募による参加申込の登録

を経てご出席をお願いしています。各方面から個

人による自由な参加により，幅広く斬新で有効な

知見を結集し整理するために開催されるもので，

いわば，情報学教育研究懇談会という位置づけと

考えることができます。 

 従いまして，今回の懇談会では，課題としてい

る各項目の一つひとつについて，結論を出すこと

を目的としていません。それは時間的に困難で

しょう。しかしながら，この時期に本研究会の活

動に関心をお持ちいただき，多忙な中でもフォー

ラムへの参加を希望されたご厚意に対応すること

が重要だと考えております。そのためには，一定

の見解や知見（方向性）を示すことは必須です

が，それは本研究会の今までの実績を活用するこ

とができるかもしれません。重要なことは，課題

の整理とその解決の方向性の確立（指針を作るこ

と）にあると考えております。情報学教育研究会

では，既に６つ以上のプロジェクトを立ち上げ，

一定の研究成果をあげています。時にはその成果

を示しながら，評価を頂戴して整理することも重

要かもしれません。 

 

４．今後について 

 今回の懇談会での展開をベースに成果をまとめ

て，例えば，2015年10月頃を目途に，冊子体

（印刷物）を発行する予定にしています。その冊

子体は，今回の懇談会にて貢献された方々を中心

に，ご希望をお尋ねし協議しながら，原稿の執筆

を依頼させていただき，本研究会の成果と合わせ

て，まとまったものといたします。 

 その冊子体の内容は，単なる実践報告ではな

く，懇談会の各テーマに対して「指針（ガイドラ

イン）」を示すことに力点を置きたいと考えてい

ます。 

 なお，今回の懇談会は，新しいイベントとなり

ましたが，第２回は，2015年10月18日に早稲田

大学にて開催の予定です。次回も工夫しながら効

果的な運営を模索したいと考えております。引き

続き皆様のご理解とご協力を賜れば幸いです。 

 

Ḹἶ  
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Ḹἶ   西垣 通 東京経済大学コミュニケーション学部教授・東京大学名誉教授 

 万人がスマートフォンを手にするように

なったいま，時代は転換期を迎えている。社

会の大半の制度や機構がコンピュータ情報処

理をベースにするだけでなく，人間のものの

考え方，価値観，コミュニケーションなどが

情報処理と一体不可分になりつつあるのだ。 

 にもかかわらず，この国で情報教育は軽視

され，情報学は体系としての統一性を欠いて

いる。たとえば高校や大学教養課程では，情

報教育と称して，代表的な市販ソフトウェ

ア・パッケージの使用法を教育するだけのこ

とも少なくない。これは論外としても，せい

ぜい，初等的なコンピュータ知識に加え，情

報社会で生きるためのモラルやルールなどが

断片的に教えられているにすぎないのが現状

だろう。このままでは，この国から抜本的な

情報技術革新のアイデアが出てくる可能性も

低いし，望ましい情報社会が建設されていく

ことは難しいと考えられる。 

 いま強く求められているのは，理系の情報

工学と文系の社会情報学をむすぶ「文理融合

の情報学」である。さらに，その教育の普及

である。しかし，残念ながら両者のあいだに

は学問的なギャップがある。これを解消する

ためには，まず，情報の根本概念に着目し，

記号，意味，データ処理，アルゴリズム，メ

ディア，コミュニケーションなどについて整

理していく必要がある。そういう基礎的な情

報学を踏まえて，体系的な情報教育を展開し

普及させていくべきではないだろうか。 

 私は理系のソフトウェア研究者として出発

したが，30歳代半ばから大学で文系の情報社

会論にとりくみ，さらにその後，文理融合の

大学院の研究室で基礎的な情報学を探究して

きた。それらの研究成果をもとに，上述の目

標に向け努力していきたい。 

 伊藤 守 （一般社団法人）社会情報学会前会長，早稲田大学教授 

 高校の段階における情報教育には 2 つの柱

がある，と私は考えている。1 つは，21 世紀

の社会を担う「市民」教育としての情報教育

である。現代社会は，生産・労働，家庭・家

族，余暇・友人関係，文化的活動等，あらゆ

る領域でデジタル・ネットワークを介したコ

ミュニケーションによって支えられている。

こうした新たな技術環境のもとで，一人一人

が知的で創造的な能力を発揮し，多様な価値

を認め，相互理解を深めるためのツールとし

てデジタル・ネットワークを活用するために

は，情報技術やメディアの特徴への理解，メ

ディアと社会とのかかわりに関する基本的な

理解が欠かせない。歴史教育や政治教育と同

じレベルで，情報教育が「市民」教育の重要

な領域の一つとして認知されねばならない。 

 いま 1 つの柱は，化学，物理学，経済学，

政治学，歴史学といった他の諸学問があるな

かで，「情報学」を大学で学びたい，と希望

する学生を育てることだろう。理系と文系と

いう垣根を越えた，魅力ある学問領域として

の情報学を学ぶ強い意欲をもった生徒を育成

することである。そのためには，情報科学と

ともに生命情報から社会情報に至る領域をカ

ヴァーする初学者向けの体系的な「情報」教

育が求められる。 

 第 1 の柱はいわば高校の段階で習得してほ

しい到達点だとすれば，第 2 の柱は高校から

大学へとつながる，学問に対する知的好奇心

に溢れた学生を育てるための教育であるが，

この二つの柱はけっして二つに分岐したもの

ではない。現在の情報教育の課題を解決して

いくために，その点に関する認識がもっとも

重要であると思われる。 

 筧 捷彦 ʝ ᶧ ˲ Ḹы ἶ̝ Ḹы Ỗᴣ̝Ỗᴣ Ẏἶ 

 21 世紀の世界において情報学が大きな役割

を果たすこと，果たさなければならないこと

はいよいよ誰の目にも明らかになってきてい

る。地球規模で起きている変化を捉え，解析

し，解決の道を探り，具体的な方策をとった

ときに起こりうることを予測することは，情

報学がもたらす科学技術があって初めて可能

になった。今後とも，あらゆる分野の学問と

ともに情報学が発展していくことが求められ

ている。当然のこととして，情報学教育もま

た発展していくことが不可欠である。 

 しかしながら，情報学があらゆる学問分野

に関係し，あらゆる人間活動に関係するだけ

に，情報学教育を推し進めるのに何をどのよ

うにするべきかについて百家争鳴となること

も必然であり，現にその様相を呈している。

その争鳴が，分野をまたがる，情報学教育で

の協働と融合と創生に至ることを期待した

い。情報学教育フォーラムでは，その端緒と

なるべく議論が行われ，参加者の間で一定の

方向づけが共有されることを期待したい。 
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 山西潤一 日本教育工学会会長，富山大学教授 

 初等中等教育における情報学教育のあり方を関

連学会がそれぞれの立場で意見交換し，その望ま

しい内容や方法を検討するという情報学関連学会

等協議会に何度か参加させてもらった。初等中等

教育で文理融合の体系的な情報学教育を確立した

いという。私自身，大学で制御工学を学び，大学

院で脳の情報処理を研究し，大学に奉職して教育

工学に身を置き，教育学部に情報教育という新し

い専攻を作ってきた。当時大事にしたのは，情報

教育は単にコンピュータやインターネット等の情

報通信技術を学び，その教育への応用を考える教

育ではない。コンピュータ等の基礎である情報科

学を学ぶと同時に，それを扱う人間の所作を理解

すべく，脳科学や認知心理学といった学問，知や

技術の継承としての教育方法学，情報社会の有り

様を考える社会情報学などから構成される学際的

な総合科学という考えであった。文系でも理系で

もない。情報学も，コンピュータやインターネッ

トと言う技術的側面のみならず，それを扱う人の

行動，社会のありよう等，さまざまな学問からな

る総合科学だ。初等中等教育で，この情報学に関

わる学習内容としては，広義には多くの教科が関

係するであろうが，狭義には，中学校の技術家庭

科や高校の教科情報がそれにあたる。学習内容と

しては，情報科学の基礎，人や社会との関わりな

ど，広く情報社会の基礎知識が習得できるものに

なっていると思われるが，問題は体系的教育内容

になっていない点だ。体系的という観点で見れ

ば， 2 0 1 4年から開始された英国の新教科

「Computing」は，小学校から高校まで，情報科

学，情報技術，デジタルリテラシーの３観点で体

系的カリキュラムが構築されている。情報学教育

がすぐに実現できるとは思わないが，まずは，２

１世紀型スキルに求められる，次代に不可欠な能

力として，情報学関連の学習内容の体系化と系統

性を担保したカリキュラムを考える必要があるよ

うに思う。期待したい。 

 前迫孝憲 （一般社団法人）教育システム情報学会前会長，大阪大学教授 

 2015 年６月９日 IEC（国際電気標準会議）は，

国際規格 IEC80601 -2-71 Ed.1.0 を出版した。「機

能的近赤外分光(NIRS) 機器の基本的安全性及び必

須性能の特定要求事項」と題されており，医用電気

機器に関して我が国が提案・成立した初めての国際

規格と言われる。プロジェクトリーダーは光産業創

成大学院大学・江田英雄博士で，2011 年 11 月の

“functional oximeteróの提案から４年を要してい

る。近年，教育工学や教育神経科学分野で利用機会

の増えつつある NIRS（Near Infrared Spectros-

copy）装置が，我が国主導で国際規格化されたこと

は喜ばしいものの，その社会・歴史的意義を教材化

するには，相応の時間が必要のようである。 

 1983 年に教育改革を提言した米国「危機に立つ

国家₩教育改革への至上命令」では，「コンピュー

タプログラミング」を新たな基本科目に定め，世界

は技術革新の時代に突入，全ての生徒が技術リテラ

シーを身につけることが要請された。その後，

2002年１月に法制化された No Child Left Behind

法においても，第８学年迄の技術リテラシーの体得

を規定していると言われる。 

 30 年以上前，アセンブリ言語が多用されていた

時代に近所の歴史学者を訪問した時のこと，米国の

知人が長期の仕事から開放されたことを祝うとい

う。新しいマイコン開発のための文理融合チーム

で，ニモニックの拡張を担当していたとのこと。言

語学，歴史学などさまざまの分野の科学者が集まっ

てプロジェクトチームを立上げ，終了と同時に解散

する潔さに驚かされた。その後，新大陸を中心に科

学や技術と社会や人間性のバランスを問う活動が盛

んになってきた。技術リテラシーや科学リテラシー

と，それを人間同士でお互いに活用する心の学習

が，より一層重要になってきたと言えよう。 

 

（中澤明子，前迫孝憲：「『21 世紀の学び』の枠組

み ・Partnership for 21st century skills の

活動より」教育システム情報学会第 33 回全国大会

講演論文集 pp.500-501, 2008年 09月）  

 高田信夫 （一般社団法人）情報システム学会・基礎情報学研究会事務局長 

 私ども基礎情報学研究会は，基礎情報学の

提唱者である西垣通先生を主査として，基礎

情報学をベースにした高校と大学の情報教育

の刷新および基礎情報学による新たな情報シ

ステム学の構築を目的として設立された研究

会です。 

 従来からある情報学は大きく分けると，情

報工学，応用情報学，社会情報学の３つの分

野に分類されます。基礎情報学はこの３つの

分野の土台になるものとして構想されまし

た。 

 基礎情報学は，情報工学はもちろんのこ

と，哲学，言語学，生物学，社会学というよ

うに理系から文系まで幅広い分野の知見を盛

り込みながら構成されています。その意味で

は，文理融合の情報学教育をめざすにあたっ

て基本となるべき学問と言えると思います。 

 そんなわけですので，私ども基礎情報学研

究会は，情報学教育フォーラムと連携しなが

ら，基礎情報学の普及および文理融合の情報

学教育の確立に向けて頑張っていきたいと

思っています。 
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 齋藤 実 「情報学教育フォーラム」総合司会，埼玉県立大宮高等学校教諭 

 1999年に改訂された高等学校学習指導要領

で，すべての高校生が必修で学ぶ普通教科

「情報」が新設，2003年4月入学生から高校

における情報科教育が開始された。その後，

10年間が経過し，2013年4月入学生から新学

習指導要領の下で共通教科情報科が開始され

た。この間，教科「情報」に関わる様々な課

題が見えてきた。 

 課題を解決するためには，短期的には，高

校でいえば次期学習指導要領で教科「情報」

はどうあるべきか，長期的にはK-12を踏まえ

るなどでの新しい情報学教育の真の姿を探求

する上で何がどうあるべきかの議論が必要で

ある。お陰様で，多くの関係者のご尽力，ご

協力によりこの情報教育学フォーラムにおい

ても，議論を積み重ねられてきている。今後

のさらなる成果に期待したい。 

 周知の通り，「情報の科学的理解」と「情

報モラル」などのことばで代表されるように

共通教科情報科は情報に関する「科学的側

面」と「社会的側面」を持ち合わせている。 

 2003年6月日本学術会議が提唱している

「新しい学術の体系」の中で「社会のための

学術」について次のように述べられている。 

“人類が直面する深刻な課題を解決するため

には，「あるものの探求」である科学と「あ

るべきものの探求」である技術が統合されな

ければならない。それこそが学術の真の姿で

ある。” 

“「あるものの探求」を主な目的として発展

してきた従来の科学である「認識科学」と呼

ぶとすれば，「あるべきものの探求」を目的

とする知の営みには広い意味での「設計科

学」という呼び名がふさわしい。認識科学と

設計科学を車の両輪とする新しい学術の体系

を構築することは，社会のための学術を実現

する。” 

 そして最後に「文理融合を展望する新しい

学術の体系」について述べている。 

 まさに，共通教科情報科は，「認識科学」

と「設計科学」の両面性を持ち備えている。

車の両輪である。お互いに協調し合いなが

ら，進み続けている。新しい学術の体系は

「文理融合」であり，まさに「情報」は「文

理融合」の教科である。われわれが目指して

いる方向性に間違いはないと確信している。 

 音野吉俊 情報学教育研究会事務局長，滋賀県立日野高等学校校長 

 情報学教育フォーラムニューズレターの創

刊にあたりまして，情報学教育研究会事務局

長として一言お祝いを申し上げます。 

 去る 5月 31日（日）に早稲田大学で開催さ

れました第１回情報学教育フォーラムは文部

科学省教育課程調査官鹿野利春様をはじめ，

各学会，研究会等からフォーラムの主旨に賛

同頂きました皆様のご出席のもと「文理融合

の情報学」の推進に向けて，活発な話し合い

が行われ，次期教育課程や大学入試科目を見

据えた「情報学」の確立に向けた貴重な示唆

や建設的な意見を多く頂戴することができま

した。2002 年から研究会として取り組んでき

た「情報」という教科のための「情報学」の

確立に対して，最近の我々を取り巻く状況の

変化の中で，多くの賛同と早期実現という大

きな動きが始まろうとしていることを感じて

おります。この流れが本フォーラムによっ

て，さらに大きなものになることと，そのた

めの迅速な情報提供がこのレターで行われる

ことを期待致しましてお祝いの言葉といたし

ます。 

 横山成彦 情報学教育研究会副事務局長，大阪学院大学高等学校教諭 

 2015 年５月 31 日に行われた第１回情報学

教育フォーラムは，募集期間中に早くも定員

に達するなど，情報学教育の推進に向けた関

心の高まりを裏付けることとなった。 

 さて，同年６月，参議院本会議において改

正公職選挙法が可決・成立したことにより，

施行後実施される選挙から選挙権年齢が 18

歳以上に引き下げられる。つまり 18 歳を迎

えた生徒も選挙権を得ることになる。 

 このように高校生を大人として見る時流が

高まる中，21 世紀の知識基盤社会を生きる児

童生徒に対し，文理融合の情報学教育を通し

て問題解決能力の育成，情報社会に参画する

態度の育成が一層求められる。また，情報通

信機器を所有する年齢が低年齢化していく

中，初等中等教育一貫した体系的なカリキュ

ラムのもとで情報学教育を展開する必要性も

高まっている。 

 次期学習指導要領の改訂についての議論が

進む中，今こそ初等中等教育一貫した体系的

な文理融合の情報学教育が実現できるよう望

む。 

ISEF -Newsletter ,  No.1 

ֻ Ḹἶ  

Ḹἶ ♅ 

ἶ ᾚ ׄ  
↓∕ ⌂ ─ ─ ╩ 

 
ⱨ◊כꜝⱶ 



6 

  

情報学教育フォーラム ニューズレター 
 

ISEF（I nformation Studies Education  Forum）- Newsletter  
  

 2015 7 14  

 ⱨ◊כꜝⱶ http://www.mlab.sue.shiga -u.ac.jp/sig_ise/isef2015/  

  SIG_ISE  http://www.mlab.sue.shiga -u.ac.jp/sig_ise/ 

     sigisesec@gmail.com 

  ₔ520-0862 2-5-1 

     http://www.mlab.sue.shiga -u.ac.jp/ 

ISEF -Newsletter ,  No.1 

 松原伸一 情報学教育研究会代表，滋賀大学教授 

 今回のフォーラムでは，８つの課題があげられ

ている。そこで，簡単ではあるが筆者の考えの一

部を要約して下記に示したい。 

 
( 1)日本独自の先進的なK-12カリキュラム 

 文系の情報学については，「社会情報学」に求

めたい。また，理系の情報学については，従来通

り，「コンピュータ科学や情報科学」に求めた

い。そして，両者の協力のもとに，初等中等教育

における一貫した教育カリキュラムを構築するこ

とが重要である(3,4)。 

 
( 2)高校の教科「情報」と大学教育（特に，教養教  

   育）の整合性 

 高校における教科「情報」は，共通教科情報科

の場合，「社会と情報」，「情報の科学」のう

ち，いずれかまたは両方が履修される（２単位が

必履修）。したがって，大学での教養教育におい

ては，これらを前提にして効果的に展開されるべ

きであるが，必ずしも理想的な状況や条件が整っ

ているという訳でない。このような認識から，結

局のところ，①高校段階のスタンダードと，②大

学（教養教育）のスタンダード，の大まかな振り

分け（指針）が必要といえる。勿論，重なる部分

があっても良いが，それは，個別の高校や大学に

おいて認識される必要があるだろう。 

 
( 3)情報社会のモラルと安全 

 ソーシャルメディア社会では，「社会の情報

化」とともに，「情報の社会化」が進み，マルチ

コミュニティにおける「情報のモラルと安全」が

重要となっている。そこで，文理融合の情報学を

ベースに，情報のモラルと安全に関する学習内容

の再整理と新た枠組みの構築が必要である(4)。 

 
( 4)初等教育段階におけるプログラミング教育 

 英国では既に昨年より始まっている。また米国

においても，CSTA/ACMによってコンピュータ科

学（CS）の教育の導入が進められている。その他

の諸国においても，この傾向は，概ね近年の看過

できない程の重要な関心事になっている(4)。その

 

ような状況を考慮すれば，英米と同じように，後

追いをしてでも我が国においても，初等教育段階

においてプログラミング教育の導入を推進しなけ

ればならないのだろうか？ 

 この質問に対しては，賛否両論の多様な意見が

噴出するかもしれないが，筆者はこの件の考察に

当たっては，冷静になって少なくとも次のような

点について確認・分析をしておくべきであると考

えている(1,4)。 

①そもそも，普通教育（General Education ）を   

標榜する我が国の初等教育（及び中等教育）に

おいて，プログラミング教育の導入で育成され

る資質や能力は何なのか？ 

②また，そのような資質や能力は，プログラミン

グ教育の導入以外では，決して実現できないこ

となのだろうか？ 

③さらに，その際のプログラミング教育という概

念には，どのような内容（項目）が含まれてい

るのだろうか？ 

 例えば，情報環境，アルゴリズム，プログラミ

ング言語，問題解決， ，などの中のどれと

どれに該当するのか，また，プログラム作成や

コーディングなども含むのか， などのいわ

ゆる「学習の下位要素」を明確にしておく必要

があるだろう。 

④なお，その際に，その指導を円滑に行うための

諸条件を明確にして，教育方法と教育環境の整

備が不可欠で，同時に教材開発の必要性は言う

までもない。 

⑤情報産業（特に，コンピュータ会社やその関連

会社等）の販売戦略（世界戦略，シェア獲得競

争）に巻き込まれる心配はないのか？ 

⑥結局，情報産業との協力関係を前提にするにし

ても，例えば，OSなどの基本技術を取得する

米国等の諸外国の利益につながり，それが我が

国の繁栄にとって障害とならないか？ 

⑦その他，プログラミング教育の導入に対する現

場の不安を解消することができるか？など。 

 
( 5)新しい時代に対応した資質・能力 

 筆者は，この件に関しては，問題解決の科学，

情報学的想像力，情報思考（ Informational 

Thinking, Info -thinking ）， ，をあげてい

る。詳細は参考文献を参照されたい(4)。 

 
( 6)学校教育におけるICT活用 

 筆者は，新しい時代に対応した教育として，

「教育の新科学化」を提案している。これを，①

新しい教育内容，②新しい教育方法，③新しい教

育手段，の３要素で例示し，その際に「新」と

「伝統」のバランスに気を配る必要があることを

指摘している(4)。 

 
( 7)親学問としての「情報学」と学校教育 

 日本学術会議のもとで，情報学分野の参照規準

がまとめられようとしている。これは親学問とし

ての情報学で，初等中等教育における情報学教育

との「接点」を明確にしておく必要がある。この

作業は，情報学の専門家と協力して，教育者だけ

でなく，教育関係者，教育研究者等の幅広い連携

により行われるのが理想である(3)。 

 
( 8)その他，「文理融合の情報学」の教育に関す 

   る諸事項 

 筆者は，このテーマ自体が壮大なものであるこ

とを承知している。すなわち，目標を分析し「短

期的な目標」と「中長期的な目標」に分けて，時

間軸に対して，その時々において最大限に効果的

な指針を求めるべきで，一意に決定されるもので

はないことに留意しなければならない。 
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